
 

【第１号議案：平成 23 年度事業報告に関する件】 

平成 23 年度事業報告 

自平成 23 年 4 月 1 日 

至平成 24 年 3 月 31 日 

 

平成 23 年度定期総会において決定された事業計画に基づき、各専門部会が中心となり積極的に取り組む

とともに、業務運営の適正化を図り、会員各位の事業展開に資するための諸活動を実施した。 

 

１． 総務・事業部会 

東日本大震災被災地区にある地域協議会として、各会員が積極的雇用の創出と沿岸部への支援活

動を適正に進めるにあたり、さらに地域貢献できるように各会の運営を活発化させ、本部との連携

をとって活動を展開した。 

 

（１）幹事会運営  年８回実施し、地域協議会の部会の活動企画や、情報交換 又地域協議会のあ

り方など再検討認識した幹事会を運営してきた。  

   第１回 ２３年５月１６日  午後 15：00～17：30 東洋ワーク会議室 

       ＊総会までの業務日程活動実績及び部会計画の確認予算書の確認 

       ＊地震以後の沿岸部対応について情報交換 

 

   第２回 ２３年６月１日  午後 15：00～17：00 東洋ワーク会議室 

       ＊予算書の確認 部会計画の取りまとめ 

 

   第３回 ２３年６月９日  午後 15：00～17：00 東洋ワーク会議室 

       ＊総会進行確認 出席者・来賓確認 

 

第４回 ２３年９月２６日 午後 15：00～17：00 東日本教育研究所 会議室 

       ＊セミナー開催案について検討  

＊会員向けアクションシール作成の検討 

 

   第５回 ２３年１１月１７日 午後 15：00～17：00 東日本教育研究所 

       ＊セミナー実績報告 

       ＊賀詞交歓会開催日決定 骨子決定 

 

   第６回 ２３年１２月１５日 午後 15：00～17：00 東日本教育研究所 

        ＊賀詞交歓会開催内容の決定 来年度の総会内容の検討 

 

 

 



 

   第７回 ２４年２月１６日  午後 13：00～15：00 東洋ワーク会議室 

        ＊賀詞交歓会収支確認 

        ＊本部が社団から一般に来年度から変更となる事に伴う   

         地域協議会の在り方 部会及び部会の活動について検討 

 

   第８回 ２４年３月１５日  午後 13：00～15：00 東洋ワーク会議室 

        ＊今年度の予算収支（概算）報告 

        ＊来年度予算作成 （部会別取りまとめ） 

                          

（２）平成 23 年度定期総会の開催、交流会の開催 

   東日本大震災から、３か月経過後の総会であったが、各企業とも現場対応に忙殺され、又甚大

な被害がありながらも２７社５０名の出席となり、互いに元気であった事や再度集う事が出来た

事が嬉しかったという声もきかれ、例年にはなかった雰囲気の総会、懇親会となった。また、本

部松田事務局長様から、東日本大震災被災地で活動している東北地域協議会の会員に対しての東

北復興に向けての活躍の期待と亡くなられた多くの方々へのお悔やみ、又政治・経済情勢を含む

業界環境や課題を御講演頂いた。懇親会では初めての試みで各部会ごとテーブルを準備し集い、

会員同士の部会内での懇親を強めて頂く事ができた。 

    【日時】 平成２３年６月２３日（木）15：00～ ホテルモントレ 

    【出席会員数】２７社 委任状８社 【出席人数】 総会５０名 懇親会５３名 

    【来賓】宮城労働局 職業安定部長 藤浪竜哉様 

       （社）日本人材派遣協会 事務局長 松田雄一様 

 

（３）賀詞交換会の開催 

    来賓の坂本会長から、震災後の派遣業界が果たしてきた役割や社会貢献について講話があり、

この業界が社会のｲﾝﾌﾗであることを行政、社会経済に訴えることができたことを改めて認識で

きる会となった。又、懇親会余興では、震災後沿岸部においてボランテイア活動を活発に行っ

てきた仙台を拠点として活躍している勝又会（津軽三味線の会）の皆さまの演奏、会員企業か

らもお手伝い頂き、三味線に合わせた足踊りを披露し、又会員が飛び入りで三味線を共に演奏

するなど非常に楽しく、地域に根差した業界としての「絆」を改めて感じ深めることが出来た

賀詞交歓会となった。 

    【日時】 平成２４年１月２４日（火）15：00～ ホテルモントレ 

    【出席会員数】２８社  【出席人数】 講演会５８名 懇親会６６名 

    【来賓】宮城労働局職業安定部需給調整事業室室長 菅原淳様 

（社）日本人材派遣協会会長        坂本仁司様 

 

（４）担当部会の開催 

   第一回 部会メンバー紹介ならびに賀詞交換会の役割分担 

第二回 幹事会議案の展開と情報交換 



 

 

  （５）本部との連携 

     東日本大震災で失業した方の被災者等合同就職面接会の支援事業を会員企業が本部と 

協力し実施した。 

    【被災者合同面接会 支援事業】 

    ①福島県 労働局共催 「被災者等合同就職面接会」会場支援協力企業 

      ２３年６月８日 いわき会場 

               トーネット 

②宮城県 労働局共催「被災者等合同就職面接会」会場支援協力企業 

２３年９月８日 仙台会場 仙台サンプラザホール  

               リクルートスタッフィング・NTT ソルコ 

２３年９月１４日 気仙沼会場 気仙沼プラザホテル  

               テンプスタッフカメイ・インターワークス 

２３年９月２０日 石巻会場 石巻グランドホテル 

               パソナ・キャリアビジネス 

              

２． 能力開発・福祉部会 

 （１）能力開発セミナーの開催 

     北桜労働法務事務所 代表 田原咲世氏（特定社会保険労務士）を講師に招き、テーマ「適

正で賢い派遣・請負・紹介の使い分け」を岩手県（11/28）・福島県（11/29）・宮城県（11/30）

で開催し、地域の派遣先企業や当協会非会員も含め２２５名の参加があった。 

また、各会場でのセミナー開催にあたり、各労働局の職業安定部需給調整事業室長を来賓と

して招き、挨拶ならびに地域情勢の説明等をいただいた。 

  【参考資料 1】 

 （２）本部開催セミナーとの連携・協力 

     「セルフメンテナンスセミナー」（スタッフフォロー担当者向け）を仙台にて開催した。（11/16） 

 

 （３）担当部会の開催 

     第一回（ 8/ 8）「部会メンバー紹介ならびに今年度事業計画（活動）について」 

     第二回（10/13）「開催セミナーの内容ならびに各メンバーの担当役割について」 

     

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３． 調査・広報部会 

  ①.派遣スタッフＷｅｂアンケート調査 

   本部より平成２４年２月２９日、協会ＨＰ上で各会員あてに以下のとおり報告した。   

(1)実施期間 Ｈ23.11.1～12.7 

(2)協力依頼 当協会会員 

(3)調査対象 現在派遣で働いている方及び派遣で働いた経験のある方 

(4)告知方法 会員からの派遣スタツフへの依頼、協会ＨＰ及びはけんけんぽメルマガを活用 

(5)実施方法 協会ＨＰ上のアンケートページに直接入力しＷｅｂ送信により回答 

 

②.「人材派遣データブック 2011」の発行 

   本部は平成２３年９月３０日「人材派遣データブック２０１１」を発行した。 

     構成は以下のとおり。  

■労働者派遣事業の適正な運営について（自主ルール） 

   ■Section１ 2010 年度の人材派遣業界を振り返る 

   ■Section２ 労働者派遣事業の実態と役割 

   ■Section３ 労働者派遣事業の「現在」（継続したデータ掲載） 

 

③.広報ＰＲ活動の展開 

・「haken +」の発行 

本部は年 4回（6，9，12，3月）会員向け情報誌「haken+」を発行した。特集は以下のとおり。 

■57 号 「中国における人材サービスの可能性を考える」 

■58 号 「災害時のリスクマネジメント」 

■59 号 「人材派遣業界の未来を考える」 

■60 号 「派遣先が求める人材派遣会社」 

 

④.部会の開催について 

  以下のとおり、調査広報部会を開催し当面の活動について意識合わせを行った。  

(1)日  時 平成２４年１月１３日(木) 

(2)参加人員 部会構成員６名参加 

(3)当面の活動(案)  ・東日本大震災による会員の連携強化について 

           ・広報ＰＲ活動の展開について 等   

 

⑤.東日本大震災による会員の連携強化(東北地域協議会) 

 内閣府が進めている復興アクションシール（名刺貼付け）を作成し、会員に配布し活用を図るこ

ととした。 

 


